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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

晩
秋
初
冬
の
季
節
。
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
さ

て
、
旧
暦
の
知
立
の
縁
日
は

今
月
は
二
日
、
新
暦
の
覚
王

山
の
縁
日
は
も
ち
ろ
ん
二
十

一
日
で
す
。

　

般
若
心
経
の
意
味
を
学
ぶ

今
年
の
か
わ
ら
版
。
生
き
方

や
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
る

際
の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）

で
す
。

　

今
月
は
「
菩
提
薩
埵
（
ぼ

ー
だ
い
さ
っ
た
）
依
般
若
波

羅
蜜
多
故
（
え
ー
は
ん
に
ゃ

ー
は
ー
ら
ー
み
っ
た
ー
こ
ー
）
」

の
十
二
文
字
。

　

「
菩
提
薩
埵
」
は
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
の
「
ボ
ー
デ
ィ
サ

ッ
ト
ヴ
ァ
」
。
直
訳
す
る
と

「
悟
り
を
求
め
る
人
々
」
と

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

　

古
代
中
国
の
訳
経
僧
（
や

っ
き
ょ
う
そ
う
）
と
は
イ
ン

ド
の
言
葉
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
）
で
書
か
れ
た
お
経
を

中
国
語
に
翻
訳
し
た
お
坊
さ

ん
の
こ
と
。
訳
経
僧
は
巧
み

に
漢
字
を
当
て
は
め
ま
し
た
。

　

「
菩
提
薩
埵
」
の
一
文
字

目
と
三
文
字
目
を
残
し
て
短

縮
す
る
と
「
菩
薩
」
。「
菩
薩
」

は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
観
自
在

菩
薩
（
観
音
菩
薩
）、
地
蔵

菩
薩
、
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩

薩
な
ど
、
い
ず
れ
も
「
悟
り

を
求
め
る
人
々
」
で
す
。

　

ち
な
み
に
「
悟
り
を
得
た

（
開
い
た
）
」
後
に
は
「
如
来
」

「
仏
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

さ
て
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
は

三
回
目
の
登
場
で
す
。
最
初

は
二
月
号
で
出
て
き
ま
し
た

ね
。
つ
ま
り
、
ご
心
経
の
始

め
の
「
仏
説
般
若
波
羅
蜜
多

心
経
」
の
と
こ
ろ
で
す
。

　

二
月
号
の
内
容
、
覚
え
て

い
ま
す
か
。
「
般
若
」
と
は
、

広
く
深
い
知
恵
の
こ
と
。「
波

羅
蜜
多
」
は
こ
ち
ら
の
岸
（
此

岸
、
し
が
ん
）
か
ら
あ
ち
ら

の
岸
（
彼
岸
、
ひ
が
ん
）
に

渡
る
こ
と
。
つ
ま
り
「
般
若

波
羅
蜜
多
」
は
、
広
く
深
い

知
恵
で
彼
岸
に
渡
っ
て
悟
り

の
境
地
に
達
す
る
こ
と
で
す
。

　

「
知
恵
」
を
よ
り
正
確
に
表

現
す
れ
ば
「
智
慧
」
と
書
き

ま
す
。
仏
教
で
は
「
般
若
波

羅
蜜
多
」
を
一
般
的
な
知
恵

や
知
識
と
区
別
し
て
「
智
慧
」

と
記
す
の
が
正
確
で
す
。

　

残
る
は
「
依
」
と
「
故
」
。

こ
れ
は
漢
字
ど
お
り
の
意
味
。

つ
ま
り
「
菩
提
薩
埵
の
般
若

波
羅
蜜
多
に
依
る
が
故
に
」
と

な
り
ま
す
。

　

悟
り
を
求
め
る
人
々
の
広

く
深
い
知
恵
で
彼
岸
に
渡
っ

て
悟
り
の
境
地
に
達
す
る
こ

と
に
依
っ
て
、
故
に
「
か
く

か
く
し
か
じ
か
」
に
な
り
ま

す
。
そ
の
「
か
く
か
く
し
か

じ
か
」
は
次
の
く
だ
り
。
来

月
号
の
お
楽
し
み
で
す
。

　

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る

ご
心
経
。
わ
ず
か
三
百
文
字

弱
の
短
い
お
経
の
中
に
、
お

釈
迦
様
の
教
え
、
人
間
関
係

や
社
会
の
問
題
を
和
ら
げ
る

心
の
あ
り
方
、
生
き
方
に
つ

い
て
の
教
え
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
菩
薩
の
よ
う
な
「
智

慧
」
を
体
得
す
れ
ば
、
国
同

士
、
人
同
士
の
争
い
や
問
題

も
少
な
く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
た
来
月
。

ご
き
げ
ん
よ
う
。
合
掌
。

※


